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ナ
ク
バ
直
後
に
シ
リ
ア

に
移
り
住
ん
だ
パ
レ
ス
チ

ナ
人
は
推
計
七
万
五
千
人

か
ら
十
万
人
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
多
く
は
当
初
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
「
ア

ラ
ブ
民
族
主
義
」
の
国
是
の
下
で
シ
リ
ア
政
府
の
決
定

に
よ
り
、
教
育
や
就
労
面
で
ほ
ぼ
シ
リ
ア
人
と
同
等
の

市
民
的
権
利
が
付
与
さ
れ
た
。
実
態
と
し
て
は
シ
リ
ア

人
の
平
均
よ
り
も
貧
富
の
格
差
や
イ
ン
フ
ラ
の
不
整
備

が
深
刻
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
シ
リ
ア
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
多
数
が
教
育
に
投
資
し
一
定
の
専
門
職
層

や
有
識
者
層
を
築
い
た
面
も
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代

後
半
以
降
に
は
「
記
憶
」
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
つ
つ

ダ
マ
ス
カ
ス
の
ロ
ー
カ
ル
な
出
版
社
を
活
動
拠
点
と
し

て
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
記
述
や
小
説
の
出
版

が
相
次
い
だ
。
シ
リ
ア
在
住
パ
レ
ス
チ
ナ
人
作
家
の
作

品
は
、
依
然
と
し
て
関
心
を
共
有
す
る
小
さ
な
読
書

サ
ー
ク
ル
の
限
ら
れ
た
読
み
手
し
か
獲
得
し
て
い
な
い

が
、
彼
ら
の
独
自
の
経
験
と
感
性
を
知
る
上
で
貴
重
な

記
録
を
残
し
て
い
る
。

　

ア
リ
ー
・
ク
ル
デ
ィ
ー
（‘A

lī A
l-K

urdī

）
の
自
伝

的
小
説
『
シ
ャ
マ
ア
ー
ヤ
邸
（Q

aṣr Sham
aʻāyā

）』

（
二
〇
一
〇
年
）
も
こ
う
し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

ク
ル
デ
ィ
ー
は
一
九
五
三
年
に
ダ
マ
ス
カ
ス
に
生
ま
れ

た
。
ダ
マ
ス
カ
ス
大
学
商
学
部
を
出
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
文
化
や
思

想
に
関
す
る
著
書
を
複
数
刊
行
し
て
い
る
が
、
小
説

に
関
し
て
は
一
九
九
八
年
に
短
編
小
説
集
『
鴨
の
列

（M
aw

kib al-baṭṭi al-barrī

）』
を
発
表
し
て
お
り
、
本

作
は
二
作
目
と
な
る
。 

　
ク
ル
デ
ィ
ー
の
父
親
は
ナ
ク
バ
の
際
に
独
身
者
と
し

て
パ
レ
ス
チ
ナ
北
部
の
サ
フ
ァ
ド
か
ら
、
母
親
は
当
時

の
夫
の
殉
難
に
よ
り
幼
子
と
胎
児
を
抱
え
な
が
ら
ハ
イ

フ
ァ
郊
外
か
ら
ダ
マ
ス
カ
ス
に
亡
命
し
た
。
連
れ
子
の

養
育
を
条
件
に
母
親
は
再
婚
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、

そ
の
後
に
作
者
た
る
ア
リ
ー
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
彼

が
実
際
に
幼
少
期
に
過
ご
し
た
空
間
こ
そ
、
ダ
マ
ス
カ

ス
旧
市
街
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
に
存
在
し
た
「
シ
ャ
マ
ア
ー

ヤ
邸
」
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
名
士
の
ア
ラ

ブ
様
式
の
邸
宅
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
に
ユ
ダ

ヤ
教
徒
住
民
の
大
量
出
国
で
空
き
家
と
な
り
、
ナ
ク
バ

を
逃
れ
て
き
た
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
に
あ
て
が
わ
れ
た
。

　

今
回
、
冒
頭
部
分
を
翻
訳
し
た
こ
の
小
説
の
魅
力

は
、
何
と
言
っ
て
も
ナ
ク
バ
で
追
わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ

人
が
、
追
い
出
し
た
人
々
と
同
じ
集
団
と
み
な
さ
れ
る

ユ
ダ
ヤ
人
の
街
区
で
暮
ら
す
と
い
う
類
例
の
な
い
経
験

が
描
か
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
一
つ
の
街
区
で
と
も
に

暮
ら
す
隣
人
た
ち
と
親
の
故
郷
を
奪
っ
た
人
々
は
果
た

し
て
同
じ
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
な
の
か
。
主
人
公
は
幼
い
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
も
、
や
が
て
自
分
が
生
活
す
る
シ
リ

ア
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
に
直
面
す
る
。
国
連
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
管
理
下

の
施
設
に
食
料
物
資
を
調
達
し
に
行
く
際
の「
惨
め
さ
」

や
「
恥
ず
か
し
さ
」、
シ
リ
ア
人
同
級
生
と
の
喧
嘩
の

際
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
水
面
下
の
差
別
意
識
な
ど
、「
よ

そ
者
」
故
の
疎
外
感
は
小
説
の
冒
頭
に
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
小
説
全
体
と
し
て
は
そ
の
後
の
経
験
の
方

に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
家
庭
と
街
区
、

学
校
を
行
き
来
す
る
中
で
極
め
て
多
様
な
人
間
関
係
を

築
き
始
め
る
。
保
守
的
な
ム
ス
リ
ム
家
庭
の
息
子
で
あ

る
主
人
公
に
と
っ
て
気
心
の
知
れ
た
友
人
は
キ
リ
ス
ト

教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出
身
で
聖
職
者
の
息
子
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
ア
ッ
シ
リ
ア
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出
身
で
画
家
志
望
の
フ
ア
ー
ズ
、
パ
レ
ス

チ
ナ
人
同
胞
で
祖
国
解
放
運
動
に
熱
心
な
ア
フ
マ
ド
、

さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出
身
の
ム
ー
サ
ー

と
い
っ
た
人
物
が
次
々
と
登
場
す
る
。
個
人
レ
ベ
ル
で

は
人
間
的
な
友
情
を
育
み
、
思
想
を
分
か
ち
合
い
、
お

互
い
の
背
景
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
る
瞬
間
が
無
数
に
あ

る
。
だ
が
、
社
会
レ
ベ
ル
で
は
差
別
す
る
側
と
差
別
さ

れ
る
側
、
あ
る
い
は
加
害
者
と
被
害
者
の
関
係
性
を
意

解

説

岡
崎 

弘
樹
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識
せ
ざ
る
を
得
な
い
緊
張
感
は
続
い
て
い
く
。

　
シ
リ
ア
社
会
と
の
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ

人
社
会
内
部
の
経
験
も
多
々
描
か
れ
て
い
る
が
、
特
に

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
母
親
像
は
注
目
に
値
す
る
。
か
つ
て

ガ
ッ
サ
ン
・
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー
は
『
ウ
ン
ム
・
サ
ア
ド

（U
m

m
 Saʻad

）』（
一
九
六
九
年
）
で
、
義
勇
兵
に
参

加
し
た
息
子
を
誇
り
と
す
る
民
族
的
抵
抗
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
母
親
を
描
い
た
。「
パ
レ
ス
チ
ナ
＝
母
親
＝
抵

抗
」
の
連
想
は
パ
レ
ス
チ
ナ
文
学
作
品
の
多
数
に
み
ら

れ
る
が
、『
シ
ャ
マ
ア
ー
ヤ
邸
』
で
は
母
親
た
ち
が
ラ

イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
全
体
を
通
じ
て
人
生
の
荒
波
に
「
抗

う
」
姿
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
主
人
公
の
母
親
は
家
族
を

経
済
的
苦
境
か
ら
救
い
出
す
上
で
息
子
の
中
で
最
優
秀

で
あ
る
主
人
公
を
な
ん
と
か
大
学
ま
で
卒
業
さ
せ
よ
う

と
夢
見
続
け
る
。
ま
た
シ
ャ
マ
ア
ー
ヤ
邸
に
住
ん
で
い

た
明
朗
活
発
で
主
人
公
の
憧
れ
の
存
在
で
あ
っ
た
ラ

シ
ャ
ー
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
と
の
結
婚
を
受
け
入

れ
た
後
に
人
生
の
流
転
を
経
験
し
、
最
終
的
に
は
米
国

に
流
れ
着
く
。
し
か
し
、
そ
の
後
彼
女
の
息
子
の
一
人

は
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
に
、
も
う
一
人
は
米
兵
と
し
て

イ
ラ
ク
戦
争
へ
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
数
奇
な
運
命
を
辿

る
こ
と
に
な
る
。

　
小
説
全
体
か
ら
伝
わ
る
の
は
、
ナ
ク
バ
か
ら
半
世
紀

以
上
を
経
て
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

い
か
に
複
雑
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ナ
ク
バ
第
二
世
代
や
第
三
世
代
は
、
祖
国
パ
レ
ス
チ
ナ

と
移
住
先
の
シ
リ
ア
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
宗
派
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
さ
ら
に
は
ア
ラ
ブ
地
域
と
欧
米
社
会
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
の
中
で
、
多
様
で
複
合
的
、
し

か
し
極
め
て
不
安
定
で
流
動
的
な
帰
属
意
識
に
苛
ま
れ

る
。

　
そ
れ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
と
シ
リ
ア
の
間
で
長
ら
く
生
き

て
き
た
作
者
ク
ル
デ
ィ
ー
の
人
生
そ
の
ま
ま
で
も
あ

る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｌ

Ｐ
発
行
『
ハ
ダ
フ
（hadaf

）』
誌
で
長
ら
く
文
化
欄
を

担
当
し
た
り
、
同
組
織
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ハ
バ
シ
ュ
代

表
が
ダ
マ
ス
カ
ス
に
設
立
し
た
「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で

事
務
所
長
を
務
め
た
り
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
学

生
時
代
に
は
シ
リ
ア
の
民
主
化
青
年
組
織
「
共
産
主
義

行
動
連
盟
」
に
加
わ
り
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
一

年
に
か
け
て
九
年
間
に
わ
た
っ
て
収
監
さ
れ
、
悪
名

高
い
パ
ル
ミ
ラ
監
獄
に
も
一
時
移
送
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
は
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
衛
星
放
送

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
制
作
に
も
シ
ナ
リ
オ
・
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
多
々
関
わ
っ
て
き
た
（
た
と
え
ば
ア

サ
ド
政
権
に
よ
る
過
去
の
弾
圧
を
描
い
た
『
カ
ー
キ

色
の
記
憶
』（
ア
ル
フ
ォ
ー
ズ
・
タ
ン
ジ
ュ
ー
ル
監
督
、

二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
七
年
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
最
優
秀
賞
受
賞
）
に
お
い
て
シ
ナ
リ
オ
担

当
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
）。
二
〇
一
二
年
に
は
戦
火

に
見
舞
わ
れ
た
シ
リ
ア
を
離
れ
て
ベ
イ
ル
ー
ト
に
脱
出

し
た
後
、
結
局
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
に
落
ち
着
い

た
。
結
果
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠

牲
者
に
よ
っ
て
追
い
出
さ
れ
、
シ
リ
ア
に
身
を
落
ち
着

け
た
両
親
の
息
子
が
、
そ
の
六
十
四
年
後
に
は
シ
リ
ア

か
ら
も
追
放
さ
れ
、
か
つ
て
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
国
に

移
り
住
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
小
説
は
、
歴
史
に
よ
る
翻
弄
の
み

を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
作
品
に
は
同
じ
街
区

に
住
ん
で
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
隣
人
や
仲
間
と
の
思
い

出
も
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
旧
友
ム
ー

サ
ー
は
シ
リ
ア
を
離
れ
て
人
生
の
紆
余
曲
折
を
経
た
後

に
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
は
区
別
さ
れ
る
「
ア
ラ
ブ
系
ユ
ダ

ヤ
人
」
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
勤
し

む
。
彼
が
告
白
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
シ
リ
ア
で
の

幼
少
時
代
や
シ
ャ
マ
ア
ー
ヤ
邸
に
集
っ
た
か
つ
て
の
仲

間
と
の
友
情
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
宗
派
の
共

存
と
友
愛
、
寛
容
を
歴
史
的
に
育
ん
で
き
た
シ
リ
ア
社

会
の
伝
統
と
価
値
の
再
確
認
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
『
シ
ャ
マ
ア
ー
ヤ
邸
』
が
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
文
学
で
あ
る
と
同
時
に
シ
リ
ア
社
会
の
経
験

の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
文
学
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。


